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１　はじめに
　狩野探幽の次弟の尚信は，瀟洒淡泊の江戸
好みの先駆けともいえる江戸狩野様式確立時
の補佐役であり，かつ有能な実践者でもあっ
た。また，探幽に勝るとも劣らない絵画の技
量を有し，近衛予楽院をして「古今に超絶し
た」技量を称賛された画家でもある。その滋
潤に満ちた墨調は，ともすれば探幽をしのぐ
とさえ評される。このように個々の作品にお
いては非常に高い評価がなされているにも拘
らず，その生涯の作品の編年分類がなされて
おらず，その画業の特徴も絵画単体の評価以
上のものには至らない恨みがある。この発表
は，従来なされることのなかった尚信作品を
署名・印影及び作風からその編年を試みよう
とするものである。これにより，従来なされ
なかった尚信の作風の経年変化を明らかにし，
最後に到達した画境の一端を考察する。
２　尚信の基準作及び編年方法
　尚信の作品中で制作年代と作品が一致する
例が数例あり，これを編年の基準作となる。
　第一は，寛永三年（1626）の二条城黒書院
障壁画であり，一の間から四の間の襖絵及び
南縁側の杉戸絵についてほぼ尚信の作品とす
ることが定説とされている。とくに，一の間
違棚天袋小襖に描かれた「楼閣山水図」に非
常によく似た軸装「山水図」が『狩野派大
観』に記載されているので，この画軸の落款
が今後の作品編年の手助けとなる。それは，
朱文方形「狩野」印と朱文壺形印で，前期使
用の代表例と考えられる。
　第二に寛永十九年（1642）に完成した大津
市の聖衆来迎寺客殿襖絵で，この時尚信は36
歳で，方丈で最も重要とされる室中に「商山
四皓・竹林七賢図」を墨画で画いた。ここに
は，尚信筆の署名と朱文方形「狩野」印及び
朱文方形「主馬」印が押印されている。これ
により，尚信筆と署名され，この両印が押印
されている作品は，当面寛永十九年前後と推
定することができる。
　第三の基準作が，慶安元年（1648）ころに
尚信より奉納されたと考えられる『出山釈迦，
梅雀，竹雀図』の墨画の三幅対である。墨画
三幅対は，この時期の尚信墨画（花鳥・人
物）の基準作となるもので，署名については，
後書きらしい「奉寄進金刀比羅山狩野尚信画
之」とあり，落款については，朱文円形「藤
原」印が使用されている。
　尚信の署名について，尚信筆，自適斎尚信
筆及び自適斎筆と署名することがほとんどで，
晩年出家して自適斎と称したと考えられるか
ら，まず尚信筆が最も若書きであり，自適斎
尚信筆とは，自適斎と名乗った当初，雅号が
知れ渡る前に書いたと推定できる。従って，
順序としては，尚信筆がもっともはやく，数
は少数ながら次に自適斎尚信筆，更に自適斎
筆と続くのが順序として妥当である。
　次に落款は，最も使用頻度が多い朱文円形
「藤原」印は，どの時期にも使用されている
が，軸装を見ると自適斎尚信筆及び自適斎筆
との組み合わせが多いので，後期使用が主で
あると考えられる。
　朱文円形「藤原」印以外にも朱文瓢形「善
狩」印も全期間を通じて使用されているが，
この落款は，朱文円形「藤原」印と組み合わ
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せで用いられることが多い印章である。また，
尚信筆の落款と共に朱文方形「狩野」印及び
朱文方形「主馬」印が押される作品は，聖衆
来迎寺襖絵がこの代表例だが，自適斎尚信筆
や自適斎筆と署名された軸装画に押印された
ものを発見できない。従ってこれらの印の使
用は，前期から中期の使用と推定できる。
尚信筆
・朱文方形「狩野」印（前期～中期）
・朱文円形内方形「尚信」印（前期）
・朱文方形「主馬」印（前期～中期）
・朱文瓢形「善狩」印（全期間）
・朱文円形「藤原」印（全期間）
・朱分方形内円形「狩野」印
・朱文長方形「狩野」印（後期）
自適斎尚信筆
・朱文瓢形「善狩」印（中～後期）
・朱文円形「藤原」印（中～後期）
自適斎筆
・朱文瓢形「善狩」印（中～後期）
・朱文円形「藤原」印（中～後期）
・朱文方形「藤原」印（後期）
３　編年整理
　尚信の作品群は，三期に分けるのが適当で
あると考える。その前期は，山水画において
は雪舟学習が見て取れ，同時にやまと絵の研
鑽が窺われるが，筆致には後年の闊達さはな
く硬さが残る。
　中期は，唯一の作成年限が明確な聖衆来迎
寺襖絵を描いた前後の作品群で，この頃に尚
信らしい筆勢と潤いのある水墨作品と共に，
洒落と機知にあふれた水墨淡彩画が現れる。
岡倉天心が，尚信作品の特徴を洒落と「楽し
き点」と喝破したが，これが機智であり，尚
信作品と近世前期のその他の画家とを分別す
る大きな特徴である。
　後期は，聖衆来迎寺以降の作品とする。中
期の後半と後期の差異はわずかであるが，中
期の前半と後期とは明らかに異なる。墨画の
筆致は，ますます奔放になり，むしろ極端な
草体になる。また，墨の濃淡のコントラスト
の明快さ，にじみを活かした潤い豊かな表現，
さらに人物などの描写の繊細で緻密な細部表
現が混然一体となる独自世界を生み出す。
　尚信の晩年の作品には，室町水墨画が学習
した宋元画の究極表現に加えて，おそらく尚
信の持って生まれた洒落と機智が付け加わり，
さらにユーモア感を醸し出す作品も画く。さ
らに後期の画に描かれた機智と幽玄の深みを
増した結合は，牧渓等の宋元画にも長谷川等
伯や海北友松たちの桃山墨画にもない特徴で
あると考える。
　後期に画かれた「双鷺図」は一種の禅機画
であり，探幽様式を咀嚼して独自に生みだし
た尚信様式の究極表現であったと考えられる。
ただ，中年で没したためその後の展開を阻ま
れた。
